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３ はじめの言葉 

 
 
４ 消費者は賢いと言ったジョブズ氏 

顧客は今どうされているか             田原文夫 

iPod、iPad、iPhone で世界中を沸かせたアップル社のジョブズ氏が死去した。全く関

係ないと思われる人々まで、彼との個人的付き合いがあったが如く、彼の死を悼んでいる。

彼をカリスマだとする論評も多い。彼に関する記述本が何十万部も売れたというウソのよ

うな話も飛び交っている。彼が人生の最後に多くの人々を魅了する商品を市場に出したこ

とは間違いないが、一番光り輝いていたのは、彼の製品プレゼンテーションだった。商売

とは、まさに「これだ」という売り込みの熱意があった。日本の製造業の多くは、輸出産

業の代表のように振る舞い、最近の円高を製品売れ行きの悪さの最大要因として嘆いてい

る。しかし、タイの洪水騒ぎで、実は日本の製造業の多くの生産拠点が海外にあることを

改めて印象付けられた。海外拠点で作って、諸外国に売る。一部を日本の消費者向けに海

外工場から輸入し販売している。こんな側面を持っているのが日本の製造業の現実の姿で

はないだろうか。円高差損どころか、立派な輸入業者として円高差益を享受しているもの

と思える。儲かっている部分は隠し、あるいはウソをつき、損をしている部分だけを強調

して見せる。隠し、ウソをつくという企業文化は、いつしか企業全体を虫食み、製造業と

しての誇りどころか、商売人としての誇りも忘れ、最も大切にしなくてはならない顧客を

軽視する姿勢となって現れているようだ。以前にも触れたことがある問題だが、今一度、

顧客との接点がどういう事態になっているのか見てみよう。 

 

 

１０ 情報社会を考える その１4 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

急に飛び出してきた感じの TPP 問題だが、改めてすべての問題がグローバルな規模で

動いていることを認識させる。各論で考えると、特に日本という国の立場から考えると、

そこには各国の思惑が見え隠れしている。しかし一国のご都合だけではないというスタン

スで迫ってくるだけに、世界の孤児とならないためにも、議論の場には参加していこうと

いう流れにあるとも言える。その中で、日本のアイデンティティを保ちながら、世界にお

ける競争力を再生していくには何を、どうしたらよいのか。今はどういう時であるのか。 
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１４ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その９        水田 浩 

政府、地方自治体が管理／保有している建造物には、膨大な公的予算がつぎ込まれてい

る。企画立案／計画／設計／施工／維持・保守管理そして廃棄まで、莫大な資金が投入さ

れている。そしてこれらの資金投入に無駄がないかを監査するという作業が繰り返されて

いる。もしもこの一連の作業を一貫プロジェクトで遂行することができたら、どれだけの

無駄とコスト削減、生産性向上、品質向上が実現できることか。しかも、そのプロジェク

ト遂行で培われる創造的ノウハウ、知的集約作業の蓄積は、同時に近未来の輸出産業とす

ることも期待できる。ちなみに、企画力、設計力、施工技術、保守技術などを情報システ

ムによって一元管理する能力を、日本の企業人は十分に保有している。その基礎テクノロ

ジーは、これまで各分野で培われてきたものであり、それらを集大成する形で M-BIM プ

ロジェクトは推進することができる。今こそが、その絶好のチャンスである。 

 

 

１９ 連載 アーキテクチャ論 （７） 

TOGAF その１                     山本修一郎 

本稿では、前回代表的なアーキテクチャ・フレームワークの一つとして紹介した TOGAF
（The Open Group Architecture Framework）のアーキテクチャ開発手法 ADM
（Architecture Development Method）について説明する。 

 

 

２７ サーバー攻撃を検証せよ   

データベース管理周辺まで視野に                  aism 

利便性が高く、経済性もある。今、携帯電話／タブレット端末の市場が白熱している一

番の理由である。いつでも、誰でも、どこからでも欲しい情報にアクセスすることの飽く

なき要望があるからだ。しかしその利便性と隣り合わせのセキュリティ問題、特に Android
という話題の OS 周辺に潜むハッキングなどの不正行為を忘れてはならない。本欄におけ

る検証／警鐘の背景である。政府も動き出したようだが、携帯／タブレット端末サイドの

検証だけでは不十分である。ちなみに、我が国の防衛産業、重工業産業をターゲットにし

たサイバー攻撃が多発しているが、その対応策は情報システム全体の中枢部分から見直す

ものでなくてはならない。中でも、重要情報の中核であるデータベース管理周辺のセキュ

リティ対策を含めて、今一度、根本的に検証してみる必要がある。 

 

 

３５ 続インテリジェンスへのいざない 23 

サーバー攻撃を受けた日本国会中枢の情報感覚         今井 武 

アメリカ政府は、サイバー攻撃を受けたら物理的軍事力による報復を視野に対応するこ

とを表明している。衆議院のネットワークがサイバーテロの標的になった。どうするニッ

ポン。 
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３６ 情報管理技術者認定   

 

 

３８ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第２６回 タブレット PC の競争の行方は             根本忠明 

アップル社に覇権を握られたかのタブレット PC 市場だが、アマゾンによるタブレット

PC の新機種投入で俄に低価格競争に拍車がかかる気配である。その背景にあるのは、ウ

ェブ市場におけるビジネスモデルの捉え方である。行方やいかに。 

 

 

４1 ものの造れる日本再生に向けて 

   第二／第三の創業へ                    Dr.ベスト 

政府は、原発の無条件再稼働を見直すところから「再生エネルギー」だとか、「新エネ

ルギー」だとか言い出した。実は原発以外にも、実に様々なエネルギー研究がされてきて

いるのだが、既得権益集団によって封印されてきているのが実状だ。しかも従来型エネル

ギーに固執し、かつ無競争環境の中で改良改善の努力もおろそかにされてきた。それが一

般国民をして高止まりした光熱費の支払を強いられてきた背景である。今回の電力不足問

題にしても、計画停電の対象はほとんど一般家庭が対象とされたが、企業など大口の電力

利用は、格安料金のまま停電することなく解放されてきた。今こそ既得権益エネルギー以

外の新エネルギーをもって日本再生は目指されるべきである。新規事業は新たな雇用を産

み出すであろうし、同時に一般国民は不当な光熱費から解放されることだろう。 

 

 

４4 一味違うウェブ検索 

  第十六話 上位語と下位語へと検索範囲を広げる  ぐぅのうぇぶへい 

検索内容をなお一層深掘りしていく場合、上位語と下位語を使うと便利である。その便

利さは、検索の目的を明確にし、焦点をしぼることで、さらに効果的となる。 

  

 

４６連載 ことわざ笑タイム               すぎやまチヒロ 
 

 

 

 

 

http://www.jmsi.co.jp/ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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